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第 1 章では，まず以上のような従来の問題点について述べ， Iそもそも文学作品における色彩表現に意味があるの
か」についても述べた。
第 2 章においては「日本語における色彩表現」と題し，日本語の中にみる色彩表現語量について，事例を交えなが
ら考察した。「赤J I青J I白J I黒」が，日本語の中に浸透しているという事実を「基本色名J (赤・青・白・黒・黄・





た。テキストデータ化に関しては， r筑摩全集類緊・芥川龍之介全集J (全 8 巻別巻 1 )を原典とし，小説のジャンル
にあたる 148 作品と， rイ朱儒の言葉』を含めた 149 作品のテキストデータ化を行った。
欧米語のような分かち書きをしない日本語を処理しようとすれば，まず「語」の認定という問題から始まり，
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合計 3 行を抽出するようにした。このようにして一旦抽出した色彩表現は，第 5 章で規定した「抽出基準」により
「色彩表現」のみを選択し，さらに「機能別分類」と「対象別分類」を行った。
考察にあたっては まず， I数量的傾向」から行った。 149 作品で，どのような色彩表現がどの程度使用されている
かを見るのである O 色彩表現の使用率を見るために， I文字数」もカウントした。 I文字数J のカウントは，色彩表
現の抽出プログラムと同様， PASCAL でプロゲラムを作成した。ここから， I作品の文字数」と「色彩表現の用例数」
は，比例しないということがわかった。作品が長編だから，色彩表現が増えるというわけではないのである O むしろ，
作品のテーマと直結しているということがわかる。そのことは，色彩表現が見られない作品の内容を確認することで



























全作品 148 編と H朱儒の言葉』の合計 149編を収録したテキストデータベースを構築し，色彩表現の明確な抽出規準
を設定し，コンピュータ処理を採用することにより，これら全作品を対象にすべての色彩表現を抽出し，芥川の色彩
表現に関して種々の角度から考察を行なったものであるO その主要な成果は次の通りである。
(1) 全作品を対象とした色彩表現に関する研究が行なえるように，芥川龍之介の上述の 149 編の作品を収録したテキ
ストデータベースを構築している。これにより，コンビュータ処理が可能になり，大量のデータを高速に処理する
ことができる。










(5) さらに全体としては「白J I黒J I赤」など用例数の多い色彩表現よりも， I黄J I紫」など用例数の少ない色彩
表現に芥川龍之介の色彩感の特質が濃厚にあらわれていることを，他の多くの資料も援用して論証している。
ただし，本論文は，作家は「小説の展開において不必要な場面などは描かない」という前提に立って考察を行なっ
ているので，ジョイス (Games Goyce) 風の「意識の流れ」の手法で書く作家の場合にはこの前提は当撮らない。
従って，そういうケースはどう扱うべきかについての考察が添えられていれば，より説得力をもつであろう。
しかし，全体としては，欧米語と違って分ち書きができず?又，ひらがな・カタカナ・漢字の混在する日本語の文
字処理という困難を克服して芥川龍之介の 149 編の作品のテキストデータ化を遂行しただけではなくて，さらに，そ
こから抽出されたデータに基いてこの作家の色彩表現の諸特性について綿密な文学的考察を行ない，今後の芥川龍之
介研究に新たな一石を投じた本論文の功績は大きし、。
以上により，本論文を博士(言語文化学)の学位請求論文として十分な価値を有するものと判定する。
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